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アドミッションポリシー

生物科学科の概要

地域に根ざした『生物多様性』の保全を担える人材育成を目指して

【社会的背景】
国内外（国連～政府～高知県）
で認識される生物多様性の重要性

【人材ニーズ】
生物多様性を理解できる人材

＋多様性の背景を理解し，
保全の方策に生かす人材

基礎学力具え，生物科学の様々な分野に興味
があり，事実を客観的にとらえ，合理的な思考
により判断できる学生を幅広く受け入れる。

主に共時的観点を持つ「生物学」の分野に，通時的な観点を持つ「古生物学」
を統合することにより，生物学に加えて進化の歴史も踏まえた幅広い総合的な
観点からの生物科学の知識を有し，野外調査や実験手法の基礎も身に付けた
人材を育成するためのカリキュラムを編成する。

修得した知識と技術に基づき，関連分野の成果を共時・通
時的視点からも理解できる能力，及び生物科学に関わる諸
問題を解決する能力を涵養する。

カリキュラムポリシー ディプロマポリシー

【人材育成に必要な教育内容】

生物圏における生物の在り方を
総体的に把握する学問

従来の生物学分野
＋

古生物学的素養
（38億年の地球生態系の歴史）

【新しい教育組織への改革】

分類学，生態学，
生理学，細胞学，
理論生物学

（比較生化学）

（古生物学）

生物科学
コース

海洋生命・
分子工学コース

地球科学コース

新しい

生物
科学科

に統合

社会から
の要請

マクロ系科目（個体～生態系） から
－ 分類学，生態学，古生物学，理論生物学 －

ミクロ系科目（分子～細胞） まで
－ 生理学，比較生化学，細胞生物学 －

生物科学に関する幅広い教養科目

通時的な視点を新たに導入
－ 古生物学，進化生物学 －

さまざまな生物を網羅
藻類，蘚苔類，地衣類，種子植物，原生動物，
無脊椎動物，昆虫，魚類，哺乳類‥‥

教育
の実現

学科教育の特徴

卒業後の進路

卒業生（学士（理学））
士）

分子・細胞～個体・生態系〜生物進化
まで生物多様性を中心に
幅広い生物科学を修め，地域に根ざ
す環境教育，保全活動，バイオ関連
産業などを担える人材

養成する人材

教育関係（教員，学芸員，出版社な
ど），公務員（国家公務員・地方公
務員），環境関連産業，環境・地質
コンサルタント，食品産業，地域づく
り推進機関（NPO，自治体），バイ
オ産業，大学院進学など

３年次編入

募集人員（45名）

推薦入試

入
学

卒
業

卒業生（理学士）

化石観察採集会
小中高等学校における

自然・環境教育の実施
希少野生動植物の保存推進・保護指導
バーチャル自然史博物館の公開
蘚苔類標本コレクション

環境行政に関する委員会のリーダー
ジオパーク認定サポート
伝統的産業への寄与

（宝石サンゴ・備長炭など）

地域のシンクタンクとして

行政・事業・産業

学術活動

高知県の豊かな自然 ・ 特徴ある地質と植生 ・ 活発な地元の生物関連活動

地域の豊かな自然の活用地域に根付いた人材の受け入れ 地域の活性化に寄与

地域との密接な関わり
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後期入試

社会人入試

前期入試

本内容は設置申請中であり、変更になることがあります。




